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 本年４月から前委員長

の中村雅典教授の後任と

して歯学部大学院運営委

員会委員長を拝命しまし

た．浅学菲才であり経験

も浅いため微力ではあり

ますが，委員会委員の先

生方と力を合わせて歯学

部大学院のレベルアップ

と活性化に向けて努力してまいりますので，どうぞよ

ろしくお願いいたします． 

 昨今，官僚においては「居酒屋タクシー」が大問題

となり，また大分県教育委員会の教員採用試験や横

浜市立大学での学位取得に関連した不祥事が大きく

取沙汰されております． 

 昨近，個人情報の保護が求められる一方で，公正

さが求められ，ガラス張りの情報公開が求められる

厳しい時代になってきたことを強く痛感しております． 

 このような情勢の中で文部科学省からは各大学に，

学位審査に係わる透明性・客観性の確保及びコンプ

ライアンス体制の確立を求めて，「厳正な学位審査体

制を確立するように」との通達が来ております．この

通達に従って，委員会では「昭和大学歯学研究科学

位申請等に関する内規」の見直しを行って参りました．

見直しの主な内容は，社会人特別選抜の位置づけ

の明確化とともに，審査委員会に関して「学位申請者

の指導教員が主査１名，副査２名を運営委員会に推

薦する」，「運営委員会は審査委員を研究科委員会

に上申し，承認を得る」，「学位申請者の指導教員は

主査，副査に加わることができない」，また論文の公

開に関して「論文申請者は学位が授与されるまでに

運営委員会が開催する博士論文発表会（昭和歯学

会総会，例会など）において学位論文の内容を報告

しなくてはならない」などです．この内規は今年９月か

ら施行されます．但し，論文による学位申請者（乙）に

関しては来年４月からの適用となります．規則の変更

点を充分に理解したうえで学位申請に臨んで下さい． 

 
 第５回歯学部ファシリテータ養成ワークショップが，

６月７日に昭和大学旗の台校舎にて開催されました．

参加者は１５名(教授１名，准教授２名，助教１１名，

員外助教１名)で，タスクフォースは歯学部ＰＢＬ委員

長中村雅典先生および PBL 委員６名が務めました．

またオブザーバーとして歯科医学教育推進室長片岡

竜太先生に出席していただきました．今回のワークシ

ョップは，参加者の負担軽減を図るためプログラムの

一部を簡略化し，お昼までに終わるように変更しまし

た．簡略化した分，プレテストを実施するなど知識習

得の効率化を図るように工夫しました．当日は若手

の先生から積極的な質問が飛び交う一方，教育経験

の豊かな先生からはユーモアを交えた意見を述べて

いただくなど充実したワークショップとなりました．なお

助教以上が全員受講した教室からは助教（員外）も

参加していただくこととなりました． 

 最後になりましたが，ご協力いただいた先生方にお

かれましてはご多

忙の中，ご参加い

ただき誠にありが

とうございました．

今後もＰＢＬテュー

トリアルへのご理

解，ご協力をよろ

しくお願いいたし

ます． 

 
 歯学部５年 高須玲美

さんに対し，７月１６日に

歯学部全教授の前でピ

エールフォシャールアカ

デミー（ＰＦＡ)国際歯学会

日本部会橋本会長によ

り奨学金が授与されまし

た．ＰＦＡは１９６３年に米国で設立され，世界６５カ国

で７，０００名の会員を擁する組織です． 

 このＰＦＡで行われている事業の中の“各国の歯科

大学・歯学部の学生の中から，学業成績に優れ且つ

リーダーシップをとり将来が期待される学生に奨学金

を授与する”というものです． 

ＰＦＡ国際歯学会奨学金を贈呈される！
教育委員長 佐藤 裕二 

第５回ファシリテータ養成ワークショッ

プに参加して      ＰＢＬ委員 藤原 広

学位申請に関する規則の変更 

   歯学研究科運営委員会委員長 久光 久
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 初代新潟大学教授であった福原達郎現名誉教授

（昭和５２年７月～平成５年３月），東北大学よりの２

代目柴崎好伸現名誉教授（平成５年４月～平成１４

年３月）を経て，平成１５年１２月から３代目教授とし

て歯科矯正学教室を主宰させていただいておりま

す． 

 矯正歯科では昭和大学の医療系総合大学としての

利点を活かし，治療を行っています．外科的矯正治

療における歯学部口腔外科，補綴科との連携はもと

より，口唇口蓋裂をはじめとする先天性疾患の歯科

矯正治療では，昭和５５年に発足した昭和大学口蓋

裂診療班による密接した総合的チーム医療が高い評

価を受けております． 

 一人として同じではない顎顔面形態，顎口腔機能を，

より正確に診断することが長期に安定を得られる咬

合の確立にとって重要となります．このため当科では

低被爆歯顎顔面用コーンビームＣＴ，筋電図など先

進的な検査機器を応用しています．また，ブラケットを

用いない新しい矯正装置は，矯正装置に対する審美

性の要求の高まりに対しても応需できるものと思いま

す． 

 研究においても学内はもとより東京工業大学，早稲

田大学，工学院大学をはじめとする学外機関とも先

駆的な共同研究を進めています．様々な科学的研究

の成果によって，臨床教育の充実が図られるとともに

先進的な昭和大学でしかできない矯正治療を一層推

し進め，多様化する患者様の期待に応えてまいりた

いと思っております． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 歯学部選択実習が任意参加の形で試行されたの

が平成１７年度で，翌年１８年度より歯学部６年次必

修科目として実施され，本年度で３回目を終了しまし

た．学外施設に派遣をするという点で，私たち昭和大

学だけの問題ではなく，受入をしてくださった教育機

関，医療機関の方々にも慣れぬ作業をお願いするこ

とではじめて前進することができました．深く感謝申し

上げます．平成２０年度は，３月３１日から６月６日ま

での８週間に，学内各診療科・講座及び学外，海外を

含む広い候補の中から興味のある２プログラムを選

択する実習に参加してもらいました（１プログラムは２

週間）．学内プログラムは実施２６プログラムで延べ 

１５９人，学外受入２３施設へ３７人，海外プログラム

はアデレード大学歯学部，南カリフォルニア大学歯学

部，大連医科大学口腔医学院，天津医科大学口腔

医学院へ５施設１２人（６年生１０４人，合計２０８プロ

グラム）と，大変広がりのある実習となりました． 

 報告会の中での学生からの感想に，慣れ親しんだ

学内環境ではなく，異なった環境の中で歯科を見るこ

とができたという意見が多かったのですが，学内プロ

グラム（基礎科目）をとった学生からは「歯科病院で

実際の患者さんに接した後に，基礎分野で明らかに

したい点を決めて自ら調べ，必要に応じて（後輩にあ

たる）学生実習にも参加し勉強し直すことで，“立体的

な知識”が身に付いた．」という発言がありました．そ

れぞれの学生が選択したプログラム，過ごした期間

や場所は異なりますが，学生から“立体的な知識”と

いう言葉を直接聞くことができ，学内，学外のプログ

ラムを問わず，従来の歯学教育体系では十分とはい

えなかった部分で新たな成果が出てきていることを実

感しております． 

 選択実習ではその準備の過程でも社会的な対応を

求められる場面が少なくありません．卒業後にはまさ

に社会の中で歯科医療という役割を担い，位置付け

られて，そして社会の変化に適応し，社会に求められ

る歯科医師として活躍をしていくことが期待されてい

るわけですから，歯科医師として研鑚を積むだけでは

なく，社会人としての，人間としての実力をつけてもら

いたいと強く願っています． 

 選択実習が，学生一人ひとりの実力アップに少しで

も貢献できることを願ってやみません． 

 

 

 

 

 

 私たちは昭和大学で５月１２日から５月２３日と５月

２６日から６月６日の期間，臨床実習に参加させて頂

きました． 

 初めの１週間は美容歯科での実習でした．美容歯

科では，４年生の授業や，レアニングテクニックの実

習，外来での治療のアシストなどをさせていただきま

した．私たちが想像していた美容歯科とは少し異なり，

様々な症例にも対応している美容歯科という分野の

幅広さに驚きました． 

 ２週目はインプラント科での実習でした．インプラン

ト科では，インプラント体埋入や粘膜移植の手術見学

や介補，外来での治療のアシストなどをさせていただ

きました．インプラント体埋入などの手術見学をした

教室紹介 歯科矯正学教室 
     歯科矯正学教室 槇 宏太郎 

昭和大学病院での実習を終えて 
岩手医科大学歯学部６年 佐々木 貴子 

宮本 真沙子

平成２０年度選択実習を終えて 
選択実習委員会委員長 山本 松男



 3

のが初めてだった私たちにとって大変興味深く，これ

まで学習してきた教科書での知識を，実際目の当た

りにすることができ，理解をさらに深めることができま

した． 

 昭和大学は症例数が多く，患者様１人１人のモチベ

ーションの高さ，口腔に対する知識の高さに大変驚き

ました．新しい環境での実習は，緊張もありましたが，

とても新鮮で，実りのある実習を行うことができました．

このような機会を与えてくださった岡野病院長をはじ

め，山本教授，佐藤教授，その他多くの先生方，さら

に何もわからない私たちに親切に教えてくれた昭和

大学の学生さん達に心から感謝しています． 

 

 

 

 

 私は選択実習で，学外の医科系大学歯科口腔外

科と，学内の口腔外科を選びました．学内で口腔外

科を選んだのは，以前から口腔外科に興味を持って

おり，５年次の実習を通して口腔外科が担当する疾

患の多様さを実感したことから，もっと多くの症例を知

りたいと思ったからです．主に外来でアシストしながら

見学を行いましたが，全身的疾患の既往がある患者

様の場合など，知識を実際応用することの難しさを改

めて実感するとともに，患者様の安全と感情・事情に

配慮した治療の進め方を多く見学できました．また，

５年次にも多く見学した抜歯の見学では，どのように

歯を分割しながら抜くのかということを，自分で具体

的に考えた上で先生の手技を見学することが少しで

きるようになり，より実践に向けた見学ができたと思

います．また，外来時間外に，化学療法薬に対する

癌細胞の反応を見るための培養実験を体験したり，

特殊な色素を利用した実験法を見学するなど，今ま

でテキストでのみ得ていた知識を，体験を通して理解

することができました．まだまだ分からないことだらけ

で，もどかしい思いをするばかりですが，これからの

学習において，今回の見学が，具体的に考え，理解

する助けになることと思います． 

 最後になりましたが，実習させていただいた口腔外

科の先生方に，感謝申し上げます． 

 

 
 平成２０年６月１日から５日にかけて，アメリカ，ボス

トンにおいて第１０８回アメリカ微生物学会が開催さ

れ，我々は“Role of Lgt and Lsp in maltose uptake 

mediated by Streptococcus mutans lipoprotein MalE”

という表題で参加・発表しました．総登録演題数は軽

く２，０００を超え，参加人数は数え切れない程でした

（私のヒアリング能力が確かなら数万人といっていま

した）．我々が扱っている口腔連鎖球菌に関する研究

報告も数多く発表

されており，より良

い実験方法を学べ

たり，機能に関す

る新規の知見が得

られたりと期待以

上に成果のあった

学会でした．そして，

それ以上に良かったのが，この発表を通じて他の参

加者の方々と交流を持てたことです．今回，偶然他の

参加者の方と行動を共にする機会があり，その方の

留学先を案内していただくことになりました．それは世

界で初めてインシュリンを治療に用いたことで有名な

ジョシュリン糖尿病専門病院で，そこでは今でも数名

の日本人の方々が，Ｉ型糖尿病のメカニズムを明らか

にするための研究に携わっていました．このようなトッ

プレベルの環境で適応できている方々と話が出来た

ことはとても貴重な体験であり，自身の現状を省みる

良い機会となりました．また，別の参加者の方とは今

回の発表をきっかけとして，帰国後，共同研究を行う

ことが出来たことも大きな収穫でした． 

 今後も学会発表では自身の研究成果をただ提示す

るのではなく，様々な意見を交換することで交流を深

め，今以上に幅広い人脈が出来ればと思いました． 

 

 
 王丹（ワンダン）

さんは当教室の鶴

岡准教授の下で痛

みの研究をするた

めに４月に北京か

ら来ました．来日し

て約４ヶ月が過ぎ，

教室員ともだいぶ

馴染んできました． 

 王さんは来日す

る前から日本語を勉強していたそうで，始めから日常

会話には困らず，ここ数ヶ月でさらに日本語が上達し

ています． 

 明るい性格の彼女はすぐに打ち解け，実験の休憩

をしていると私達に取り囲まれ，中国，北京，長春（王

さんの故郷の中国の北の方にある町です）のことなど

を話してくれる一方，私達は日本の文化，タレントさん

のことなどを教えています． 

 先日は王さんのアパートに招待してもらい（正確に

は押しかけ）餃子パーティーをしました．粉から餃子

の作り方を習い，具をつめて，他にも炒め物，揚げ物

など手料理を作ってもらいました．来月も開催するこ

とが決定しています．王さんが帰る頃には私達もすっ

か り 餃 子 作 り が 上 手 く な っ て い る こ と で し ょ う ．

Ｄ６選択実習を体験して（学内）    

歯学部６年 北詰 栄里

アメリカ微生物学会に参加して 
    口腔微生物学教室 有本 隆文

海外からの研修生 

口腔生理学教室 前田 昌子
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７月２７日（日）－８月１０日（日） 

全日本歯科学生総合体育大会 

８月 ２日（土）  歯学部オープンキャンパス 

８月２２日（金）  富士吉田オープンキャンパス 

８月２３日（土）  歯学部オープンキャンパス 

９月 ６日（土）  昭和大学歯科病院 

       臨床研修歯科医 採用試験 

９月１４日（日）  歯学部オープンキャンパス 

９月２３日（火）－２５日（木）  

 歯科基礎医学会 

 

 

 

 

 本年度，臨床参加型教育の初期段階カリキュラム

の一つとしてＤ２歯科臨床・臨床入門（歯科病院）を実

施しました．各教室，診療科，歯科病院看護部，歯科

衛生室，事務等大変多くの方々にご協力をいただき，

この場を借りて感謝を述べさせて頂きます．このユニ

ットは，臨床入門（歯科医師将来像）および入門実習

（歯科病院付添実習／ユニット操作と診察体験／印

象採得と診察の体験）の二つにわかれており，６月２

５日のガイダンス（旗の台）に引き続き，歯科病院で

は６月２７日，７月４日，１１日の３回の実習と７月１８

日の発表会で入門実習を実施しました． 

 個々の技法を教授するのが第一の目標ではなく，

歯科医師とはどのような職業か，実際の医療の現場

を見学だけでなく患者・術者の視線から体験する，今

後学習していく個々の専門知識や技術の全体像を把

握することなどが目的です．各科横断型の実習スタイ

ルを採用しましたので，各専門診療科で使用している

器材や技術に必ずしも完全な一致をしない部分もあ

りますが，概ね当初の目標に近い結果を得られたも

のと思います． 

 学生にとっては専門知識の十分でない段階でした

ので，内容，態度，心構えなどについての事前説明

に時間をさきました．未経験の実習実施スタイルであ

り，また一般診療が行われている中の一角を用いて

の実習でしたので，各科からベテランの先生方にご

参加いただき，かつ員外助教や研修医の先生も指導

に加わっていただきました．通常の実習に比較して教

員一人あたりの受け持つ学生人数が少ないのですが，

より深みのある指導になったと思われます． 

 今後よく反省をし，昭和大学歯学部の臨床参加型

教育として来年度以降のカリキュラムに反映させてい

くように考えております． 

 
・岡根百江(高齢者歯科学 助教･員外) 

平成２０年６月１９日に岡山で開催され

た第１９回日本老年歯科医学会にお

いて,優秀奨励論文賞を受賞されまし

た． 

論文題名：口腔乾燥感の客観的評価

法に関する検討 

・佐藤裕二(高齢者歯科学 教授) 

平成２０年７月１１日に東京で開催され

た第２７回日本歯科医学教育学会に

おいて，奨励賞を受賞されました． 

論文題名：ＰＢＬチュートリアル教育の

省力化とその評価 

 

 
 平成２０年８月１８日から２週間，国際交流の提携を

している南カリフォルニア大学歯学部から２人の学生

を迎えます．昨年に引き続き，昨年度，本年度昭和

大学選択実習や国際交流で御世話になった本学歯

学部学生との交流を含め，基礎教室，臨床教室の先

生方のご協力もいただきながら，国際交流をますま

す盛んにさせて頂きたいと考えています． 

 

 
 
 

 
患者数 １日平均 

前月１日

平均 

前年１日

平均 

外来患者 １７,７４８ ７０９．９ ７０３．５ ６９２．６

入院患者 ３９４ １３．１ １５．１ ９．８

 

 
 昨年７月は新潟県中越沖地震がありましたが，今年

の７月は岩手・宮城内陸地震や岩手県沖の地震と大き

な地震が立て続けに起こり，最近の地震の多さには不

安なものがあります．これも地球温暖化の影響なのでし

ょうか．被害に見舞われた方々には心よりお見舞い申

し上げます．また，お忙しい中ご執筆くださった多くの先

生方に心から感謝いたします．今号は編集の不手際か

ら，発行が遅れましたことを深くお詫び申し上げます． 

Ｄ２歯科臨床・臨床入門について 
Ｄ２歯科臨床・臨床入門 コーディネーター

山本松男

ＵＳＣの学生が選択実習に来校します 
学生国際交流支援委員会委員長 山本 松男

行事予定 
広報委員長 井上 富雄

診療統計（平成２０年６月分） 
医事課課長 久米 徳明

受 賞 
広報委員長 井上 富雄 

編集後記 
小児成育歯科学教室 池田 訓子


